
籾
春
の
ご
あ

い
さ

つ

女
性
部
会
長

森

　

里

枝

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
は
、
部
会
長
を
拝
命

す
る
こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き

締
ま
る
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。ま

た
本
年
は
、
女
性
部
会
発

足
二
十
五
年
を
迎
え
ま
す
。
歴

代
の
会
長
様
は
じ
め
役
員
並
び

に
会
員
の
皆
様
方
の
ご
苦
労
に
、

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

「会
員
相
互
の
絆
を
深
め
、
互

い
に
学
び
合
い
、
地
域
社
会

ヘ

の
貢
献
に
努
め
る
」
を
念
頭
に
、
皆
様
と

一
緒

に
事
業
活
動
を
積
極
的
に
参
画
し
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、　
一
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
女
性
部
会
活
動
も
事
業

の
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
昨
年
は
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
感
染
症

対
策
の
徹
底
や
安
全
面
を
考
慮
し
な
が

，
１
各

委
員
会
を
開
催
し
、
租
税
教
室
や
除
草
作
業
、

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
募
集
、
福
祉
施

設

へ
の
寄
贈
等
、
無
事
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
協
力

の
お
か
げ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
、
世
界
は
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
か
ら
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
迎
え
、
大
き
な
変
革
を
せ

ぎ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
、

ジ

エ
ン
ダ
ー
平
等
等
、
若
い
世
代
が
世
界
を
牽

引
し
て
い
ま
す
。
女
性
部
会
も

「明
る
く
、
元

気
に
、
全
員
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
新
規
会
員

の
募
集
と
、
新
し
い
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

文化刺繍 斉藤悦子作

一ユ

サぢ

ｔ

Ｆ

み

発行者

公益社団法人

小松法人会女性部会

石川県小松市園町二の1

小松商工会議所内

TEL(0761)24-2624
FAX(0761)23-3825

令和 4年 1月 15日

第 17号

編 集

広報委員会



「
デ
ジ
タ
ル

・
ト
ラ
ン
ス
フ
オ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
税
務
」

小
松
税
務
署
長

大
竹
口
　
茂
隆

小
松
法
人
会
女
性
部
会
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り

税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
御
理

解
と
多
大
な
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
に
よ
り
会

活
動
が
引
き
続
き
制
限
さ
れ
る
中
、
皆
様
方
に
は
、
長

年
、
次
代
を
担
う
小
学
生
に
税
の
意
義
や
役
割
を
正
し

く
学
ん
で
も
ら
う
た
め
の

「租
税
教
室
」
の
開
催
な
ど

税
の
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る

「歩
道
等
の
除
草
作
業
」
、

「福
祉
施
設

へ
の
物
品
の
寄
付
」
な
ど
継
続
し
た
社
会

貢
献
活
動

へ
の
献
身
的
な
取
組
に
対
し
て
も
、
心
か
ら

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
経
済
社
会
や
技
術
環
境
が
急
速
に
変
化
す
る
中
、

国
税
当
局
に
お
き
ま
し
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ

り
国
税
に
関
す
る
手
続
や
業
務
の
在
り
方
を
変
革
す
る

「税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

・
ト
ラ
ン
ス
フ
オ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
」
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
が
税
務
署
に
行
か

ず
に
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
、
更
な
る
納
税
環
境
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告

や
申
請

。
届
出
な
ど
の
手
続
を
行
う

ｅ
ｔ
Ｔ

ａ
ｘ
、
ダ

イ
レ
ク
ト
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
と
い

っ
た
キ
ャ
ツ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
ど

ち
ら
も
場
所
や
時
間
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
簡

単

・
正
確
に
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
利
便
性

の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

間
も
な
く
令
和
三
年
分
の
所
得
税
等
の
確
定
申
告
の

時
期
を
迎
え
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
さ

れ
る
上
で
御
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
チ
ヤ
ツ
ト
ボ

ツ
ト

（ふ
た
ば
）
が
会
話
形
式
で
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

な
お
、
国
税
当
局
で
は
、
税
務
署
窓
口
で
の
混
雑
回

避
や
待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
に
、
御
自
宅
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読

取
に
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
用

し
て
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
た
確
定
申
告
書
の
作
成

・

送
信
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。
土
日
夜
間
な
ど
の
日

時
に
よ
ら
ず
、
い
つ
で
も
気
軽
に
税
務
相
談
や
申
告
な

ど
の
手
続
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
御
利
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
小
松
法
人
会
女
性
部
会
の
今
後
ま

す
ま
す
の
御
発
展
と
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
穏
や

か
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和3年分 申告所得税・復興特別所得税及び消費税・地方消費税

(個人事業者)の申告と納税は正しくお早めに

4月 21日 (木 )

●申告と納付の期限は

3月 15日 (火 )

●振替利用者の振替納付日

申告所得税及び復興特別所得税の場合

3月 31日 (木 )

4月 26日 (火 )

●振替利用者の振替納付日

●申告と納付の期限は

消費税及び地方消費税の場合
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除
草
作
業

本
年
も
社
会
貢
献
の

一
環
と
し
て
、

１０
月
５
日

（火
）
に
秋
の
除
草
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

除
草
作
業
は
春
と
秋
の
２
回
、
小
松

市

・
加
賀
市

・
能
美
市
の
３
か
所
に
於

い
て
実
施
し
て
お
り
、
当
日
は
、
お
天

気
に
恵
ま
れ
、
能
美
市
根
上
町

（根
上

の
松
）
根
上
山
で
は
、
「高
坂

。
根
上
町

緑
を
守
る
会
」
の
会
長
北
村
さ
ん
ら
と

一
緒
に
竹
ば
う
き
で
ク
ロ
マ
ツ
の
落
ち

葉
を
か
き
集
め
る
な
ど
除
草
作
業
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

能美市

小松市

力8賀市

介
護
施
設
慰
間

９
月
７
日

（火
）
女
性
部
会
員
が

加
賀
市
河
崎
町

の
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム

「な
ん
ご
う
え
が
お
」
を
訪

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
施
設

に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
々
と
の
交
流

が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
玄
関
先
で
職

員
の
方
に
タ
オ
ル
ー
８
０
本
と
ウ
エ

ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
２
０
０
個
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

「タ
オ
ル
は
毎
日
使
う
も

の
な
の
で
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
喜

ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

多機能本―ム

ユ

ｒ
‐Ｏ
の
家

3



租
税
教
室

小
学
６
年
生
の

児
童
を
対
象
と
し

た
租
税
教
室
を

■
月
５
日

（金
）

加
賀
市
の
河
南
小

学
校
に
於
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

講
師
は
女
性
部

会
員
が
務
め
、
租

税
教
育
用
ア
ニ
メ

「お
じ
い
さ
ん
の

赤
い
つ
ば
」
の
鑑

賞
や
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
、
税
金
の
使
い

道
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

身
近
な
と
こ
ろ
に
も
た
く
さ
ん
の
税
金
が

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
た
様

子
で

「学
校
の
も
の
や
身
の
回
り
に
あ
る
も

の
を
大
切
に
使
い
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
に

一
億
円
の
レ
プ
リ
カ
で
実

際
の
重
さ
を
体
感

し
て
も
ら
い
、
そ

の
重
さ
に
大
変
驚

い
て
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
組
税

教
室
は
、
橘
小
学

校
、
錦
城
小
学
校

で
も
実
施
し
ま
し

た
。

報
】
川
Ｗ
Ｗ
邪
　
　
一為
■

７

　
　
　
　
　
・

士

・

EI

RL

Ч
税
に
関
す
る
図
書
を
寄
贈

マ
ン
ガ
で
身
に
つ

く

「税
金
の
ち
し
き
」

を
租
税
教
室
実
施
校

に
４０
冊
を
寄
贈
。

当
日
は
、
加
賀
市

立
河
南
小
学
校
を
南

井
久
美
女
性
部
会
副

部
会
長
が
訪
れ
寄
贈

し
ま
し
た
。

暮
し
を
支
え
る
税

金
の
仕
組
み
や
税
金

の
種
類
な
ど
が
マ
ン

ガ
で
楽
し
く
学
べ
る

本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ч
地
域
の
図
書
館
等
に

「新
く
ら
し
の
税
金
百
科
」
寄
贈

地
域
社
会
貢
献
事
業

と
し
て
、
小
松
市
中
央

図
書
館
を
は
じ
め
地
域

の
図
書
館
や
市
役
所
な

ど
・３
カ
所
に
マ
ン
ガ
で

大
人
で
も
わ
か
り
や
す

く
理
解
で
き
る
図
書
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

新役員名簿 令和 3年度

4月 13日 春の除草作業

上
回

(小松市・力D賀市。能美市)

女連協正副会長会議

全員大会 【書面実施】
女連協定時連絡協議会 (総会)

社会貢献委員会 いちこプロジェクト及び

老人施設慰間実行会議

7月 15日 いちこプロジェクトの実施

(うちわ・リーフレット配付)

研修委員会 (研修旅行及び租税教室実行会議)

小規模多機能ホーム慰間「なんこうえがお」

秋の除草作業 (小松市・力8賀市・能美市)

租税教室・加賀市 (河南小学校)

広報編集会議

全国女性フォーラム (新潟大会)

租税教室・川北町 (橘小学校)

租税教室・加賀市 (錦城小学校)

動
蛾

4月26日

5月 28日

6月 22日

7月 8日

8月 3日
9月 7日

10月 5日
11月 5日
刊1月 12日

11月 16日

12月 7日
12月 21日

( )

部 会 長

副部会長

″

″

〃

″

〃

理  事

″

″

〃

″

″

森  里枝 新任

武田香代子 新任

南井 久美 再任

駒谷 美貴 再任

三輪 昭江 再任

斉藤 悦子 再任

高長美津子 再任

朝本小百合 再任

池上 和美 新任

江□ 直美 再任

北村佐千代 新任

斉藤 信子 再任

島  節子 再任

竹田てる子

永井喜代子

長野和佳子

久保田美鈴

下出 紀子

須谷 正代

菊田 葉子

辻  美紀

前多志津子

南  洋子

加納 陽子

北川 道子

事

″

″

″

〃

″

〃

〃

″

〃

間

″

再任

再任

再任

再任

再任

再任

再任

再任

再任

再任

新任

再任

理

顧
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
各
学
校
に
出
向

き
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

・
全
法
連
女
連
協
会
長
賞

・
小
松
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

・
小
松
税
務
署
長
賞

小
松
法
人
会
女
性
部
会
で
は
、
令
和
３
年
１
月
１８
日
に

令
和
２
年
度
の

「税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
審
査
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

租
税
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
、
小
学
６
年
生
を
対
象

に
税
の
大
切
さ
や
使
い
道
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
租

税
教
室
実
施
校
よ
り
作
品
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
４
校

で
１
１
７
枚
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
小
松
税
務

署
長
賞
、
小
松
法
人
会
長
賞
、
同
女
性
部
会
長
賞
、
同
青

年
部
会
長
賞
を
は
じ
め
優
秀
賞
６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

▲轟
屋
中
令
和
２
年
度

表
彰
式

常
令
和
２
年
度

受
賞
作
品

・
小
松
法
人
会
長
賞

錦
城
小
学
校
　
深
田
　
桜
さ
ん

橘
小
学
校
　
北
川
　
還
さ
ん

・
小
松
法
人
会
青
年
部
会
長
賞錦

城
小
学
校
　
中
野
優
羽
奈
さ
ん

※ ■|たこぜ 支え二ほウ・

全 暮ら眸 tt

くらしを支える貌合
:め ヽ

●

r

一
一
一一〓

白

くi::::!

た

ゞ
'

ι

～
～,加 赫 繊

ってとてち
あり殉ゞ

粟生小学校 寺岡 茉優さん
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増大する社会保障とは何か

0社会保障は、年金、医療、介護、子ども・子育てなどの分野に分けられ、

国の一般会計歳出の約 1/3を占める最大の支出項目となっています。

●社会保障制度の基本は保険料による支え合いですが、保険料のみでは負担が

現役世代に集中してしまうため、税金や借金も充てています。このうちの多く

は借金に頼っており、私たちの子や孫の世代に負担を先送りしている状況です。

(単位:兆円)

男:81歳
(平均寿命 )纂

女:87歳
(平均寿命 )

2020年度

「笹囃

借金

L‐ ‐ __

税金+借金

50.4
介 護

高齢などにより、寝たき

りや認知症等で介護が必

要になつたときのリスク

を社会全体で支え合う

12.3)と 円 126.8

プヒ円

中

く―ローー0歳 財源 124.0兆円
+資産収入

(出所)厚生労働省 (当初予算ベース)

(注)社会保障には、年金、医療、介護、子ども・子育ての分野以外に、生活保護、雇用、労災等の分野が含まれる。

社会保障の役割と受益する世代 社会保障給付費の財源

年 金

老後の生活の安定の

ための年金の支給

57.7)と円

病気やケガをしたとき

のリスクを社会全体で

支え合う
40.6兆円

医 療

保育所の整備や

児童手当の支給

9.0兆円

子ども。子育て

6

出典 (財務省 これからの日本のために財政を考える)



0-人 ひとりの基本的感染対策

「新しい生活様式」の実践炉U

ロテレワークやローテーション勤務 □時差通勤でゆつたりと ロオフィスはひろびろと

国会議はオンライン ロ対面での打合せは換気とマスク

※ 業種ごとの感染拡大予防ガイ ドラインは、関係団体が別途作成

感染防止の 3つの基本 :①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗い

国人との間隔は、できるだけ2m(最低 lm)空ける。
国会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。
日外出時や屋内でも会話をするとき、人との間隔が十分とれない場合は、症状がなくてもマスクを
着用する。ただし、夏場は、熱中症に十分注意する。

国家に帰つたらまず手や顔を洗う。
人混みの多い場所に行つた後は、できるだけすぐに着替える、シャワーを浴びる。

□手洗いは30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う (手指消毒薬の使用も可)。

※ 高齢者や持病のあるような重症化リスクの高い人と会う際には、体調管理をより厳重にする。

移動に関する感染対策

□感染が流行 している地域からの移動、感染が流行 している地域への移動は控える。
□発症 したときのため、誰とどこで会つたかをメモにする。接触確認アプリの活用も。
□地域の感染状況に注意する。

0日 常生活を営む上での基本的生活様式

ロー人ひとりの健康状態に応じた運動や食事、禁煙等、適切な生活習慣の理解 日実行
日毎朝の体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合はムリせず自宅で療養

密集回避  密接回避  密閉回避   換気  咳エチケット 手洗い

耐こ岡 闘 彩

□まめ | □咳エチケットの徹底こ手 洗 い・ 手指消毒

□身体的距離の確保□こまめに換気 (エ アコン併用で室温を28°C以下に)

□ [重 密」の回避 (密集、密接、密閉)

0日 常生活の吾場面周uの生活様式

買い物

□通販も利用
□ 1人または少人数ですいた時間に
口電子決済の利用
□計画をたてて素早 く済ます
ロサンプルなど展示品への接触は控えめに
ロレジに並ぶときは、前後にスペース

公共交通機関の利用

国会話は控えめに
□混んでいる時間帯は避けて
□徒歩や自転車利用も併用する

ノ

饉

□持ち帰 りや出前、デリバ リーも
□屋外空間で気持ちよく
□大皿は避けて、料理は個々に

□対面ではなく横並びで座ろう
口料理に集中、おしゃべ りは控えめに

□お酌、グラスやお猪回の回し飲みは避けて

√

イベン ト等への参力口

□接触確認アプリの活用を
□発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

娯楽、スポーツ等

回公園はすいた時間、場所を選ぶ
□筋 トレやヨガは、十分に人との間隔を

もしくは自宅で動画を活用
ロジョギングは少人数で
□すれ違うときは距離をとるマナー
□予約制を利用してゆつたりと
□狭い部屋での長居は無用
□歌や応援は、十分な距離かオンライン

0働 き方の新しいスタイル

出典 (厚生労働省より)
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
る
な
！

新
装
開
店
し
ま
し
た

株
式
会
社
梶
助

梶

　

和

恵

皆
様

「
こ
ん
に
ち
は
」
日
本
料
理
梶
助
で
す
。

場
所
は
、
ア
パ
ホ
テ
ル
∧
小
松
グ
ラ
ン
ド
∨
の
近

く
に
あ
り
ま
す
。

飲
食
店
を
開
業
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
八
年
で
、

今
は
三
代
目
の
息
子
夫
婦
と
四
人
で
店
を
営
業
し

て
お
り
ま
す
。

令
和
三
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
春
に

一
ヶ
月
ほ
ど
休
業
と
な
っ
た

際
に
息
子
夫
婦
か
ら
今
の
間
に
店
を
改
装
し
た
い

と
い
う
話
が
あ
り
、
急
き
ょ
大
改
装
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

三
十
年
前
に
は
、
私
達
二
代
目
が
改
装
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
内
方
も
い
っ
し
ょ
に
改

装
し
、
そ
の
年
の
１２
月
４
日
に
新
装
開
店
し

ま
し
た
。

今
は
、
ソ
ー
シ
ヤ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保

っ
て
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
お
客

様
の
入
店
は
少
人
数
で
す
が
、　
一
階
は
カ
ウ

ン
タ
ー
席
と
小
室
二
室
、
一
一階
は
中
宴
会
場

・

大
宴
会
場

（
２０
名
～
４０
名
）
が
あ
り
ま
す
。

靴
の
ま
ま
室
に
入
っ
て
い
た
だ
く
ス
タ
イ
ル

に
変
え
、
畳
の
室
は

一
室
で
お
茶
会
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
カ
ウ
ン
タ
ー
個
室
も
あ
り
予

約
が
よ
く
入
り
ま
す
。

料
理
は
季
節
の
食
材
を
使
い
な
が
ら
四
季
折
々

替
え
て
お
り
、
器
も
地
元
の
九
谷
焼
、
山
中
塗
、

輪
島
塗
な
ど
を
使

っ
て
い
ま
す
。
酒
器
は
各
作
家

さ
ん
の
物
を
集
め
て
あ
り
、
お
客
様
に
好
み
の
器

を
選
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

昼
は
予
約
で
ラ
ン
チ
、
お
弁
当
、
仕
出
し
料
理
、

お
祝
事
及
び
法
事
な
ど
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
お

応
え
し
て
お
り
ま
す
。

飲
食
業
界
で
は
珍
し
か

っ
た
の
で
す
が
、
約
二

十
年
前
に
店
を
法
人
化
し
て
株
式
会
社
に
し
ま
し

た
。
三
代
目
の
息
子
達
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
会

計
で
経
営
も
上
手
く
や

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

お
か
げ
様
で
経
営
を
交
代
し
て
か
ら
は
息
子
達

の
お
客
様
が
増
え
て
、
開
店
す
る
と
笑
い
声
の
絶

え
な
い
店
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
も
気
楽
な
店
で

す
の
で
是
非
い
ら
し
て
下
さ
い
。

小
松
法
人
会
女
性
部
会
は
、
会
員
企
業
の
女
性
経
営
者
や

役
員
及
び
代
表
者
の
推
薦
す
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（年
会
費
５
，
０
０
０
円
）

女
性
部
会
は
、
企
業
繁
栄
の
た
め
女
性
の
豊
か
な
感
性
と

創
造
性
を
活
か
し
、
各
種
研
修
会
や
視
察
研
修
、
親
睦
交
流

を
通
じ
て
会
員
の
資
質
向
上
を
図
り
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に

努
め
て
い
ま
す
。

肇

ム
小松法人会の
ホームベージを見ようH

(公社)Jl松法人会の木―ムベージは、

税に関するホットな情報や記事が満載

※行事予定及び各種研修会等のこ案内
※「インターネットセミナー」を無料で閲覧
※「法人会自主点検チェックシート」の掲載
※「e― TAX」 関連情報

Щ
http:〃 komatsu.ishikawaokenhouren.or.,p/

′li 4お主ミ」L A J全当

新
入
会
買
募
集
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